
別表第4(第6条関係)
修学年数調整表
学歴免許等の資格区分



調整年数




基準学歴区分
基準修学年数
学歴区分
修学年数
大学卒
短大卒
高校卒
中学卒

大学卒
16年
博士課程終了
21年
＋5年
＋7年
＋9年
＋12年



修士課程終了
18年
＋2年
＋4年
＋6年
＋9年



大学6卒
18年
＋2年
＋4年
＋6年
＋9年



大学専攻科卒
17年
＋1年
＋3年
＋5年
＋8年



大学4卒
16年

＋2年
＋4年
＋7年

短大卒
14年
短大3卒
15年
－1年
＋1年
＋3年
＋6年



短大2卒
14年
－2年

＋2年
＋5年



短大1卒
13年
－3年
－1年
＋1年
＋4年

高校卒
12年
高校専攻科卒
13年
－3年
－1年
＋1年
＋4年



高校3卒
12年
－4年
－2年

＋3年



高校2卒
11年
－5年
－3年
－1年
＋2年

中学卒
9年
中学卒
9年
－7年
－5年
－3年


備考
1　この表の学歴免許等の資格区分欄に掲げる区分及び調整年数欄の学歴の区分は、学歴免許等資格区分表の区分による。
2　調整年数欄に掲げる年数は、同欄に掲げるそれぞれの基準学歴の区分に対応する学歴区分欄に掲げる学歴の調整年数を示し、「＋」は加える年数を、「－」は減ずる年数を示す。
3　級別資格基準表又は初任給基準表の学歴免許欄にこの表の学歴区分欄に掲げる学歴(その区分に含まれる学歴免許等の資格を含む。)が掲げられているときは、その学歴区分の修学年数からその者の有する学歴免許等の資格の属する学歴区分の修学年数を減じ、その差が負となるときは、その差の年数を加える年数として、その差が正となるときは、その差の年数を減ずる年数として、この表にそれぞれ、級別資格基準表又は初任給基準表の学歴免許欄の学歴に対する調整年数が定められているものとする。

